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本論文 147ページに掲載されているFig. 10のスティッ
クダイヤグラムは、A-line（厚岸沖定線）に直交する方向
を主軸成分、A-lineの方向を従軸成分としてスティック
を描画しているが、元データと照合したところ、当該図は、
従軸成分を正負逆にしてスティックを描画していること
が判明した。
このため、当該図を Fig. 10（corrected）へ訂正すると

ともに、図の訂正に伴い、本文 146～ 147ページ第 3.5節、
第 2～３パラグラフ中の Fig. 10の流れ場の変動の流向に
関する記述で、「北東向き」と記述してある箇所を「東～
北東向き」、「南西方向」と記述してある箇所を「西～南
西方向」へ、それぞれ訂正する。
　今回の訂正は、Fig.10とその結果の記述に関するもの
のみであり、論文全体の趣旨に影響はない。

（海の研究，第 18巻　第 2号　135-156ページ）に対する訂正事項

北海道東部太平洋沿岸域における海洋構造の季節変動

日下 彰・小埜 恒夫・東屋 知範・葛西 広海・小熊 幸子・川崎 康寛・平川 和正
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Fig. 10.　（corrected）（本論文 Fig. 10の訂正）: Time-series of vector stick plots and temperature after removal 
of tidal component by tide killer filter at the mooring site on the continental shelf（open triangle in Fig. 1）
during Jul. 2003 and Jun. 2004.
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